
東芝機械、旧村上ファンド系企業から「TOB」通知を受ける

東芝機械は17日、旧村上ファンド系のオフィスサポート（東京都渋谷区）からTOB（株式公開買い付
け）を実施するとの通知を受けたと発表した。通知は、オフィスサポートが20日にTOB計画を公表し
、21日から東芝機械株の買い付けを始める内容。オフィスサポートとその共同保有者である野村絢氏、
エスグラントコーポレーション（東京都渋谷区）の3者は議決権ベースで東芝機械株の11.49％を保有
するという。

東芝機械株の1株あたりの買付価格、買付予定数、買付期間などの詳細は20日に明らかになる見通し。
TOB公表前日にあたる17日の東芝機械株の終値は前日比25円高の3115円。

東芝機械の発表によると、オフィスサポート側から1月10日付書面でTOBの予告があり、その後、13日
にTOBの公表日と開始日についての通知があり、さらに16日に公表日を20日、開始日を21日にそれぞ
れ1日早めるとの通知があった。

東芝機械はオフィスサポート側の対応について、実質的な協議を行うことなくTOBが準備され、その諸
条件について情報共有がなされておらず、TOB後の経営方針についても一切説明がない、などとしてい
る。

東芝機械は1938年に芝浦製作所（現東芝）の出資で「芝浦工作機械」として発足し、1961年に現社名
になった。今では東芝の持ち株比率は約2％まで低下。東芝との資本関係が薄れ、自主独立経営を鮮明
にするため、今年4月1日に「芝浦機械」に社名変更を予定している。


